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世田谷区酸素療養ステーションの開設について 

 

１ 主  旨 

今般の新型コロナウイルス感染症患者の急増により、令和３年８月２４日現在、区内の新

型コロナウイルス感染症の自宅療養者は３，０１８人となっている。 

都内では、入院病床や宿泊療養施設の利用状況がひっ迫しており、新規感染者の大半が自

宅療養せざるを得ない状況であり、療養中に体調が急変し、酸素投与が必要になる患者も増

加しており、区民の命を守るための対策は急務である。 

このような状況を踏まえ、区は、医療職の管理の下、入院治療待ちの患者、また、自宅療

養中に体調が急変した患者に対して、酸素投与を行うことにより、重症化を予防し、入院治

療までの間、患者に必要な支援を行うことを目的として、世田谷区酸素療養ステーションを

開設する。 

 

２ 世田谷区酸素療養ステーションの概要 

（１）施設の位置づけ 

感染症法に基づく新型コロナウイルス感染症患者の宿泊療養施設 

（２）設置場所 

   区内医療機関の空きフロアを活用（非公開） 

（３）定  員 

  ７名（世田谷区民対象） 

（４）開設期間 

   令和３年８月下旬～９月下旬（調整中） 

   ※現在、医師、看護師の一部を確保中である。人員が確保でき次第、速やかに運用 

を開始する。 

（５）従 事 者 

①日勤（６：３０～１６：３０） 医師１名、看護師２名、事務１名 

②引継ぎ対応 医師  １３：３０～１９：３０ １名 

       看護師 １６：００～２０：００ １名 

③夜勤（１９：００～７：００） 医師１名、看護師２名 

（６）予算規模 

約６０，０００千円（国の新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業を活用） 

（７）施設入所の流れ 

   別紙のとおり。 

（８）そ の 他 

１か所目の開設と並行して２か所目（社会福祉施設を活用）の開設の準備も進める。 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年８月下旬 世田谷区酸素療養ステーション（１か所目）開設 
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